
修士論文（要旨） 

2023 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年期における悩みの種類による友人への援助要請スタイルと 

主観的幸福感の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 山口 一 教授 

 

国際学術研究科 

国際学術専攻 

心理学実践研究学位プログラム 

臨床心理分野 

221J2003 

松浦 健太 

 

 

 

  



Master’s Thesis(Abstract) 

January 2023 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The Relationship between Help-Seeking Style for Friends for Each Type of Worries in 

Adolescence and Subjective Well-Being 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kenta Matsuura 

221J2003 

Master of Arts Program in Clinical Psychology 

Master’s Program in International Studies 

International Graduate School of Advanced Studies 

J. F. Oberlin University 

Thesis Supervisor: Hajime Yamaguchi 

 

 

 

 

 



i 

 

目次 

第１章：問題 ................................................................. 1 

1.1 友人からのサポートと援助要請 .......................................... 1 

1.2 援助要請に関する研究 .................................................. 1 

1.3 主観的幸福感 .......................................................... 2 

1.4 レジリエンス .......................................................... 2 

第２章 目的と研究意義 ....................................................... 2 

2.1 目的 .................................................................. 2 

2.2 研究意義 .............................................................. 2 

第３章 方法 ................................................................. 3 

3.1 調査対象者 ............................................................ 3 

3.2 手続き ................................................................ 3 

3.3 質問紙 ................................................................ 3 

3.4 倫理的配慮 ............................................................ 4 

3.5 分析方法 .............................................................. 4 

第４章 予想される結果 ....................................................... 5 

4.1 悩みの領域と援助要請スタイルの男女による分布の差 ...................... 5 

4.2 各下位尺度得点の性差 .................................................. 5 

4.3 相関 .................................................................. 6 

4.4 各援助要請スタイルの特徴 .............................................. 6 

4.5 悩みの深刻度と援助希求，援助要請スタイル，レジリエンスが主観的幸福感に与え

る影響 .................................................................... 8 

第５章 結果 ................................................................. 8 

5.1 基礎統計量，悩みの領域と援助要請スタイルの男女による分布の差 ........... 8 

5.2 各下位尺度得点の性差 ................................................. 10 

5.3 相関 ................................................................. 12 

5.4 各援助要請スタイルの特徴 ............................................. 24 

5.5 悩みの深刻度と援助希求，援助要請スタイル，レジリエンスが主観的幸福感に与え

る影響 ................................................................... 31 

第６章 考察 ................................................................ 41 

6.1 悩みの領域と援助要請スタイルの男女による分布の差 ..................... 41 

6.2 各下位尺度得点の性差 ................................................. 41 

6.3 相関 ................................................................. 42 

6.4 援助要請スタイルの特徴 ............................................... 43 

6.5 悩みの深刻度と援助希求， ............................................. 44 

6.6 総合考察 ............................................................. 46 

 

謝辞 

参考文献 

資料（調査で使用した質問紙） 



 

１ 

 

第１章 問題 

他者へ助けを求める現象は，心理学領域では「援助要請」（Help-Seeking）として研究

されてきた。必要な援助を求めることは，人生に起こる様々な問題への重要なコーピン

グの一つであり（Fallon & Bowles, 1999），個人の適応にとっても望ましいとされてい

る（Rickwood, Deane, Wilson, & Ciarrochi, 2005）。青年期における大学生にとって，

悩みや問題を抱えた時，重要なサポート源である友人に適切に援助要請できることは，

適応する上で重要なことであると考えられる。 

援助要請は単に多ければ良いというものではない。永井(2013)は援助要請スタイル尺

度を作成し，援助要請スタイルを，困難を抱えても，自身での問題解決を試み，解決が

困難な場合にのみ援助を要請する「自立型」，問題が深刻でなく，本来なら自身で取り

組むことが可能でも，安易に援助を要請する「過剰型」，一貫して援助を要請しない「回

避型」の３つに分類した。 

 青年期における友人に対する援助要請スタイルについての研究はまだ多くなく，各ス

タイルの特徴や悩みの領域（種類）との関連は十分に検討されていない。また，援助要

請スタイルの研究で多く使用されている「援助要請スタイル尺度(永井，2013)」による

分類では，各スタイルに分類された人数に偏りが出ること，３つのスタイルのいずれに

も当てはまらない場合を考慮していないという特徴がある。 

 

 

第２章 目的と研究意義 

2.1 目的 

本研究では，永井(2013)の援助要請スタイル尺度を使用し，３つのスタイルの標準化

得点を算出する。さらに，標準化得点を元に援助要請スタイルを決定し，援助要請スタ

イルの人数に偏りが出ないようにする。また，全ての援助要請スタイルの標準化得点が

負になる場合を援助要請無関心型として新しく設定する。本研究では，援助要請スタイ

ルの４つの分類と，悩みの領域・深刻度，友人に対する援助希求，レジリエンス，主観

的幸福感との関連を検討することを目的とする。 

 

2.2 研究意義 

 カウンセリングなどの臨床場面においては，他者に自分が抱えている悩みを話すとい

うことが行われる。悩みを抱えた時に他者に適切に援助を求めることができないと，抑

うつなどの深刻な問題につながるおそれがある。青年期における大学生が悩みを抱えた

時，友人にどのように援助を求めることが良いのか，また，どのような悩みについては

援助を求めにくいかなどが明らかになれば，悩みに対しての適切な対処方法が示唆され

る可能性が考えられる。 
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第３章 方法 

3.1 調査対象者 

青年期にあたる，桜美林大学に所属している 18 歳～25 歳の大学生男女とした。 

 

3.2 手続き 

質問紙調査を実施した。調査は，研究担当者が調査協力を承諾した教員の授業終了時

に，オンラインまたは対面で行った。調査票の URL 及び QR コードが記載された「調査

協力のお願い」から回答を行ってもらった。 

 

3.3 質問紙 

質問紙の構成は以下の通りである。 

 

(1) 表紙 

研究概要や研究協力に関する倫理的配慮を含めた説明文。 

(2) 対象者の年齢，性別，学年について問う項目 

(3) 悩みの領域毎の深刻度の認識，友人に対する援助希求 

 悩みの領域（「対人関係に関する悩み」「性格・外見に関する悩み」「授業・学業に関す

る悩み」「進路や将来に関する悩み」）毎の深刻度の認識（１項目，5 件法），友人に対す

る援助希求（友人にどの程度相談したいと思うか）（1 項目，5 件法）を問う。 

(4) 援助要請スタイル 

永井(2013)の援助要請スタイル尺度（13 項目，7 件法）を使用し，悩みの領域毎の援

助要請スタイルを問う。「援助要請自立型」，「援助要請過剰型」，「援助要請回避型」の 3

つの下位尺度から構成されている。 

(5) レジリエンス 

齊藤・岡安(2011)の大学生用レジリエンス尺度（28 項目，4 件法）を使用する。「ソー

シャル・サポート」，「重要な他者」，「肯定的評価」，「親和性」，「コンピテンス」の 5 つ

の因子から構成されている。 

(6) 主観的幸福感 

伊藤・相良・池田・川浦(2003)の主観的幸福感尺度（15 項目，4 件法）を使用する。 

 

3.4 分析方法 

(1) 悩みの領域毎に，4 つの援助要請スタイル（過剰型，回避型，自立型，援助要請無関

心型）に分類する。さらに，4 つの悩みの領域の中から，主たる悩みの領域を 1 つ決

定する。 

(2) 主たる悩みの領域，主たる悩みの領域と 4 つの悩みの領域の援助要請スタイルの分

布について，男女で差があるかを検討するため，χ2 検定を行う。 

(3) 男女で各下位尺度得点に差があるかを検討するため，t 検定を行う。男女で有意な

差が出た場合には，その後の分析も男女別で検討する。 

(4) 各下位尺度得点について，悩みの領域毎に相関分析を行う。 

(5) 主たる悩みの領域と 4 つの悩みの領域について，援助要請スタイルの各型を独立変
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数，悩みの深刻度の認識，友人に対する援助希求，レジリエンス，主観的幸福感を

従属変数とした 1 要因分散分析を行う。 

(6) 主たる悩みの領域と 4 つの悩みの領域について，悩みの深刻度の認識，友人に対す

る援助希求，援助要請スタイル，レジリエンスを独立変数，主観的幸福感を従属変

数とした重回帰分析を行う。 

 

第 5 章 結果 

 分散分析の結果，女性の主たる悩みの領域では過剰型と自立型は，回避型よりも主観

的幸福感が高いこと，女性の「対人関係」と「進路・将来」の悩みでは過剰型は，回避

型よりも主観的幸福感が高いこと，男性の「性格・外見」の悩みでは過剰型は，回避型

よりも主観的幸福感が高いことが示された。重回帰分析の結果，男性は，特に「進路・

将来」の悩みの深刻度が主観的幸福感に負の影響を与えていたが，重要な他者が主観的

幸福感に正の影響を与えていた。一方女性は，全ての悩みの領域でソーシャル・サポー

トと親和性が主観的幸福感に正の影響を与えていた。 

 

第 6 章 考察 

 本研究の結果，一部の悩みの領域で援助要請スタイルによって主観的幸福感が異なる

ことが示された。自立型が他の援助要請スタイルよりも適応的であるという結果が見ら

れなかった理由の一つとしては，先行研究と分類方法が異なっていたことが考えられる。

また，本研究で新しく援助要請無関心型というスタイルを設けたが，他の援助要請スタ

イルとの主観的幸福感の差は見られなかった。今後の研究において，この援助要請スタ

イルによる 4 つの分類を用いるかは検討が必要である。 

更に，結果から性差も見られた。大学生に対しては，悩みの種類による支援だけでな

く，男性と女性で異なる支援をしていく必要があると言える。男性と女性で主観的幸福

感と関連しているレジリエンスが異なることが明らかになった。男性は特に「進路・将

来」の悩みの深刻度が主観的幸福感に負の影響を与えていたが，重要な他者が主観的幸

福感に正の影響を与えており，援助要請の対象が友人ではない人であっても，適応的で

ある可能性が考えられる。女性は全ての悩みの領域でソーシャル・サポートと親和性が

主観的幸福感に正の影響を与えており，身近に話せる人がいること，他者と話すこと自

体に肯定的な見方を持っていることなどで主観的幸福感も高まることが予測される。主

観的幸福感と援助要請スタイルの関連については，女性の「性格・外見」の悩みでは，

過剰型は主観的幸福感が高いという結果は得られなかった。「性格・外見」の悩みは、友

人に援助要請しても問題が解決しにくいことが予測され，女性の「性格・外見」の悩み

に対する支援が重要であると考えられる。
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